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本会の動き

第36回 化 学 工 学 に 関 す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム（International 

Symposium on Chemical Engineering, ISChE2025）が韓国の公

州大学校天安キャンパス（Cheonan Campus, Kongju National 

University）で2025年12月5日～7日に開催された。本シンポジウ

ムは，アジアの学生交流を主目的として，発表者すべてが学生で

あるというユニークな学会であり，学生の国際学会としては世界

でも数少ない学会である。

今回の参加者は246名であり，口頭発表141件（日本63件，韓

国69件，タイ5件，台湾4件）およびポスター発表38件（韓国のみ）

の合計179件の発表が行われた。化学工学に関連する5つの分野

に分かれた会場（Biotechnology, Energy & Environment, Advanced 

Materials, Reaction & Reactors, Thermodynamics & Separation）

に お い て 活 発 な 議 論 が 展 開 さ れ た。 懇 親 会 で は，Excellent 

Presentation Award, Best Oral Presentation Award, Keynote 

Presentation Awardの表彰も執り行われた。日本からの受賞者は

以下のとおりである。学生にとって，このような規模の国際シン

ポジウムでの国際交流は有意義なものであり，今後の人脈形成に

もつながるものであると期待できる。

   

Excellent�Presentation�Award
•Tomoki Hidaka （Kagoshima University） “Performance of 

Electrochemical CO2 Reduction on Cu-Ag Composite 

Electrodes”

Best�Oral�Presentation�Award
•Mina Yokoyama （Kyushu University） “Transdermal Delivery of 

Antigen to Epidermal Dendritic Cells Using CD207-Targeting 

Peptide for Allergy Therapy”

•Kanata Kobayashi （Oita University） “Experimental Study on 

Heat Transfer of Benard Convection in a Cylindrical Container 

（Graphene Oxide and SiO2 Nanofluids）”

•Taichiro Senoo （Kyushu Institute of Technology） “Layered 

Orientation of Lyotropic Liquid Crystals near Evaporating 

Interface： Formation Conditions and Mechanism”

•Wanxiang Jin （Kyoto University） “Analysis of the Coke 

Deposition Rate Based on Differences in Steric Structure and 

Degree of Unsaturation of Reactants”

•Shunta Moriyama （National Institute of Technology, 

Miyakonojo College） “Recovery of Platinum Group Metals 

from Spent Catalysts by Dry Process”

Keynote�Presentation�Award
•Kensei Orita （Kyushu University） “A High-Throughput 

Screening System of Thermostable Laccase Using Cell-Free 

Protein Synthesis in Hydrogel Beads”

•Mina Tanigawa （Sojo University） “Effect of PEG-Modified 

Bicelles on Skin Permeation for Transdermal Applications”

•Zixin Yan （Kyushu University） “Multiscale Simulation of 

Ionomer-Pt/C Interface Interactions and Mass Transport 

Mechanisms in Porous Carbon Supports”

•Lianfeng Zhu （Hirosaki University） “Comparative Study on 

Steam Gasification Performances of Apple Tree Prunings and 

Giant Miscanthus in a Two-Stage Fluidized Bed”

   

次回のISChE2026は2026年12月4日～6日に北九州国際会議

場で行われる予定である。奮ってご参加ください。

（北九州市立大学 西浜章平）

☆第36回化学工学に関する国際シ
ンポジウム（ISChE2025）参加報告☆

（国際交流センター 韓国委員会）

Excellent Presentation Award受賞者 Best Oral Presentation Award受賞者
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本会の動き

化学工学会男女共同参画委員会では，女性技術者，研究者，学

生がそれぞれの立場を越えて交流し，情報共有とネットワーク形

成を図ることを目的として「女性技術者ネットワーク」を継続的に

開催しています。本年度2回目は，2025年12月5日（金）18：30

より，化学工学会会議室およびオンラインのハイブリッド形式に

て開催し，対面，オンラインともに多数の方にご参加いただきま

した（参加者：対面16名，オンライン18名）。

はじめに，安田女子大学薬学部薬学科助教の布目陽子先生より

「出産・育児と研究の両立は可能か？」とのタイトルで，ご自身の

研究者としてのキャリアと出産，育児の経験をふまえ，研究と育

児の両立における課題と，それを乗り越えるための具体的な工夫

についてご講演いただきました。名古屋大学，大阪大学，広島大

学でのポスドク，助教時代の研究経験を経て，出産を挟んだキャ

リア形成のなかで直面した困難や葛藤を率直にお話しいただきま

した。研究活動が思うように進まない時期には，資格取得などに

よる気分転換を図ったことや，論文執筆を寝かしつけ後や週末に

少しずつ進めるなど，限られた時間を活用する具体的な工夫もご

紹介いただきました。また，子育てと研究の両立においては，職

場の理解や柔軟な勤務制度の存在，家族や周囲の支えが大きな力

になったことが強調されました。一方で，ご自身の反省や苦労し

た経験なども包み隠さずご共有いただいた点が印象的で，研究と

育児の両立に悩む参加者にとって大きな励みとなりました。講演

の最後には，「完璧を目指さず，続けることそのものが両立である」

「出産は研究生活における大きな転機だが，周囲の力を借りながら

無理なく続けていくことが重要」とのメッセージが示され，今後研

究を継続していくうえでの心構えとして多くの参加者の心に残る

ご講演でした。

続いて，千代田化工建設株式会社技術本部石油・化学・新エネ

ルギープロセス設計部安達香奈氏から「女性エンジニアのキャリ

アパス」とのタイトルでご講演いただきました。海外LNGプラン

トや国内の脱炭素関連プラントのプロセス設計に携わってきたこ

れまでの業務内容に加え，男女比率の高い職場環境の中で感じた

戸惑いについても率直に語られました。育休復職後には，定時で

帰れるよう配慮される一方で，サポート業務が中心となり，エン

ジニアとして十分な経験が積めていないのではないかという不安

や，成長を実感しづらい時期があったことが紹介されました。ワー

クライフバランスは保たれているものの，キャリア形成との間で

葛藤を抱えた経験は，多くの参加者にとって身近な課題として受

け止められました。その後，上司との対話や「働き方宣言」を通じ

て，自身の働きたいという意思を言語化し伝えたことが転機とな

り，より責任のある業務や専門性の高い業務を任されるようになっ

た経緯が説明されました。専門分野の変更や部署異動を通じて，

自身のキャリアを主体的に考え直す過程や，「やりたいこと」「今で

きること」を整理することの重要性についての気づきもご共有いた

だきました。また，制度だけでは全てをカバーすることは難しく，

ライフイベントに備えたスキルや知識の蓄積，上司や周囲とのコ

ミュニケーションが不可欠であること，他人と比較しすぎず小さ

な信頼を積み重ねていくことの大切さについてのアドバイス

は，世代や立場を超えて多くの参加者にとって示唆に富む内容で

した。

講演後の質疑応答では，育児と研究，業務の両立に役立った制

度や，ワンオペ育児をどのように乗り切っているか，スキルや知

識の蓄積方法などについて活発な意見交換が行われました。ま

☆女性技術者ネットワーク開催報告☆
（開催日2025年12月5日）
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分かり心強かった」「今後のキャリアを考えるうえで参考に76 

なった」といった声が多く寄せられ、女性技術者、研究者77 

同士のつながりの重要性や、経験共有の意義を改めて実感78 

する機会となりました。 79 

男女共同参画委員会では、第91年会2日目の2026年3月80 

18日にハイブリッド形式（会場／オンライン）にてダイバ81 

ーシティフォーラムの開催を予定しています。メルマガ等82 

により開催内容をお知らせいたしますので、ぜひご参加願83 

います。 84 

 (産業技術総合研究所 吉宗美紀、東京大学 中村乃理子) 85 

 86 

講演者の布目陽子先生 87 

講演者の安達香奈氏 88 

本部事務所での交流会 89 

 90 

（布田さんと安達さんの写真は「交流会」の写真と同じくら91 

いの幅になるように横に2枚並べる） 92 

 93 

 94 

オンライン交流会の様子 95 

 96 

オンライン交流会の様子
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講演者の安達香奈氏
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